
平 成 ２ ８ 年 １ １ 月 ８ 日
大 分 県 警 察 本 部

「私は大丈夫」と思っていて

も、いざとなると冷静な判断

は出来ないものです。今一

度御両親に、注意を促して

ください。 
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安全･安心まちづくり推進室通信 

○ オレオレ詐欺の手口を知ろう！！ 

  「オレオレ詐欺」何故騙されるの？ 

オレオレ詐欺は、昨年に比べ、認知件数、被害額ともに減少していますが、未だに被害の発生は続いています。

手口は、昔から大きくは変わっていません。それなのに被害に遭うのは何故でしょう？ 

（単位：万円）  （単位：件）  （被害者の年齢別割合：H28.10末現在）  

○ オレオレ詐欺の発生状況 

・第一段階～息子の本名を名乗る犯人から電話がかかる。 
 世の中には、学校の卒業生名簿など、色々な名簿が出回っています。犯人は、その名簿を利用し、息子さんの

本名を名乗って主に自宅の固定電話に電話をかけてきます。 

・第二段階～１回目の電話では現金を要求してこないことが多い。 
 １回目の電話で、現金を要求してくることはほとんどありません。いきなりお金の話をしたら怪しまれるからです。

１回目の電話では、「体調が悪い。首の後ろにシコリが出来た。」などと言って、心配をさせます。また、「携帯電話

が壊れて番号が変わった。」と言って、犯人の電話番号を息子の電話番号と思い込ませます。 

・第三段階～被害者の心配をあおり現金を要求してくる。 
 翌日又は翌々日に、２回目の電話があります。被害者の方が、体調を心配すると、犯人は「体調が悪いのはスト

レスが原因だった。」などと言って、さらに被害者の心配をあおります。そして、「旦那さんのいる女性を妊娠させ

た。」「会社の金を使い込んだ。」「助けて欲しい。」などと言って現金を要求してきます。 

 こうして、被害者の方は、犯人を本物の息子だと信じ込み、何百万円という大金を犯人が指定した口座に振り込

んでしまい被害に遭ってしまいます。 

○ 何故騙されたのか？～騙された理由と対処法 

被害に遭われた方から話を聞くと、ほとんどの方は、 

    「オレオレ詐欺のことは知っていた」 

    「まさか自分が被害に遭うとは思わなかった」 

と答えています。さらに、騙された理由を聞くと 

    「息子の本名を名乗ったので本人だと信じた」 

    「女性を妊娠させたなどと聞き冷静な判断ができなかった」 

などと答えています。被害に遭わないためには・・・ 

    ○自分は絶対に大丈夫などと過信しない。 

    ○人ごとと思わず、自分の家にも犯人から電話がかかるかも 知れないと日頃 

      から気をつける。 

    ○電話の近くに詐欺のキーワードを貼る。家族で 合言葉を決める。 

などが大切です。 



防犯ボランティアの基本的な心構えは「喜楽に」「気長に」「危険なく」 

出来ることを無理なく行うことが長続きのポイントです！！ 

皆さんが防犯パトロールを行う時は、次の点に注意してください。 

☆ 安全を第一に活動してください。 

   防犯パトロールの目的は、犯罪者を捕まえることではありません。活動中に、犯罪者 

 や不審者（車）と遭遇した時は、速やかに警察に通報してください。 

☆ 夜間の活動は安全に行ってください。 

   夜間の活動には、蛍光色の服装や夜行チョッキを着用し、懐中電灯を携行するなどし 

 て、交通事故に気を付けてください。 

☆ １１０番通報は落ち着いて行ってください。 

   110番通報すると「何があったのか」「いつ頃のことか」「「場所はどこか」「今、どうなっ 

 ているか」などの質問をされます。落ち着いて、質問にひとつひとつ答えてください。 

防犯パトロールの注意点 

 防犯ボランティアの「シンボルマーク」と 

 「スローガン」ができました！！ 

スローガン シンボルマーク 

  地域の安全 

      見守る安心 

        みんなで取り組む 

          自主防犯 

 大分県警では、防犯ボランティア団体の一層の活性化と、防犯ボランティアの定着を図ることを目的に、防犯ボ

ランティア「シンボルマーク」と「スローガン」を募集したところ、多数の応募があり、厳正な審査の結果、上記のと

おり決定しました。 

 「シンボルマーク」は、大分県の「大」の字をモチーフに、大変親しみやすいデザインとなっています。 

 「スローガン」は、大変ごろが良く、防犯ボランティアを通じて、安全・安心な大分県を作るというメッセージが伝

わってくるものとなっています。 

 今後は、県下の防犯ボランティア団体のみなさんに、積極的にご使用いただくこととしています。 

 また、この「シンボルマーク」と「スローガン」については、防犯ベストなど防犯グッズへのプリント、防犯会議資等

への印刷等防犯ボランティア活動に関する使用に限り、どなたでも自由に使用できます。 

 企業、団体の皆様も防犯パトロールの際などご使用のご希望がありましたら、警察本部生活安全企画課又は

最寄りの警察署にご連絡ください。使用目的等をお聞きした上で、シンボルマークのデータ提供も可能です。 

 今後も、防犯ボランティアへの支援等をよろしくお願いします。 


